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ソフト名
Satk（さとくん）

http://www2.synapse.ne.jp/haya/ghsosd/Satk.html

GPS時計（GPS Clock)

https://www.vector.co.jp/soft/winnt/personal/se508988.html

特徴

・GPSモジュールのPPS信号をRS232CのDSR

端子に接続することにより、+/-1msecクラスの高

精度な時刻補正が可能。

・一般のGPSモジュールに対応可能。

・0.1秒単位の遅延調整（表示されないが0.001秒単

位の遅延調整可能）

精度

・PCの状態良ければ+/-1msec。

・時折PC誤差表示上+/-20msecのブレが生じる

・0.1秒単位の遅延調整により、UTC対比+/-

50msec以下になる。

利点

・PPS信号対応により、+/-1msec以下の補正が

できる。（PCの状態次第）

・GPS時刻出力ズレ　秒単位の補正可

・NMEA0183-RMCセンテンス出力できるGPSなら

対応可能。

欠点

・ポート番号制限（COM1~4のみ）。

・新しいGPSに対応できない場合あり。

→作者逝去により、改良見込めず。

・PPS信号補正出来ない。

・高度情報表示なし。

PCのGPS時刻合わせソフトの例
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Satk GHS-OSDでの設定事例

①GHS-OSDをPCに接続後、
デバイスマネージャーのポート
（COMとUPT)のUSB Serial 
PortのCOM番号（この例で
は”３”）を覚えておく。
もし、COM番号が５より大きい
場合、Satkは使えないので、
右クリックでプロパティを出し、
「ポートの設定」タブを選び「詳
細設定」ボタンを押し、COM
ポート番号を1~4のどれかに
強制的に設定する。

②Satkのアイコンを右クリックし、「管理者
として実行」。
ユーザーアカウント制御というダイアログ
が出るが、「はい」を選択し、起動する。
毎回右クリックするのが面倒な場合は、
プロパティを選択し、「互換性」タブの「管
理者としてこのプログラムを実行する」に
チェックして「適用」する。

事前確認 Satkの起動
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Satk
Satkの設定

③「設定」ボタンを押し、「条件設定」
を行う。
「接続先」：事前準備で確認したCOM
番号がポート番号となるので選択
「受信機」：GHS-OSDはGarmin std、
「基準センテンス」：RMCが良い。
「自動校正」：するを選択
「Beep音条件」：通信不安定にした方
が賢明

④「通信条件」ボタンを押し、「COM
ポート設定」を行う。
GHS-OSDは左記設定
その後、各ダイアログの「設定」ボタ
ンを押し、最後に「接続」を押しGHS-
OSDと接続する。

⑤GHS-OSDはシリアルポートのDSR端
子にPPS信号が接続されているの
で、自動的に「通信遅延」が計測さ
れ、「同期」ボタンも無効になる。
「接続」直後は「PC誤差」に大きな数
字が表れるが、数秒後に+0から+/-
2に程度になる。

Satkで時刻補正している状態Satkの設定

GHS-OSDでの設定事例
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GPS時計（GPS Clock)
・事前確認とソフトの起動方法はSatkと同じ。
　ただしCOMポート番号に制約は無いので強制変更は必要ない。

①「ツール」から「設定」を選択
②通信ポート設定は事前確認したCOM番号を選
択。ボーレートは一般的に[9600]
③「オフセット量」は表示上0.1秒単位の入力だ
が、0.001秒単位の入力設定可能。ただし入力
直後の「OK」で有効になるが、再度「設定」ダイア
ログを表示させたときは0.1秒単位の表示にな
り、この状態で「OK」を押すと表示された0.1秒単
位の値に設定されてしまう。
④「自動的に時計を合わせる」にチェックを入れ
「OK」ボタンを押すと「PC時刻差」が「計測中」→
時差表示→「0.0」秒になる。

参考情報：
オフセット値は「レジストリエディタ」で確認できる。
「ファイルを指定して実行」で「regedit」を起動。
「\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\WOW6432Node
\KURODA\GPS_Clock」の「Adjust_Offset」の値で
わかる。（msecの単位で表示）
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時刻確認サイト

 JST Clock

https://www.nict.go.jp/JST/JST5.html

日本標準時、UTCとの差を表示する。

ネットワーク遅延分の差が出る。（20msec位）

 Time.is

https://time.is/

アクセスした国、地域の標準時との差を表示する。

☆ほぼ正しい時刻差が出る。

→ネットワークの遅延をキャンセルして表示していると
思われる。

https://www.nict.go.jp/JST/JST5.html
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GPSモジュールについて

 VK-172

・Amazonで1000円程度で購入可能。
・NMEAセンテンスが標準的なのでいろいろなGPSソフトとの相性が良い。
・PPS発光するのでUSB延長ケーブルを使えば、鏡筒先端にかざして時刻補正できる。
→PPS外部出力端子があったら良かったのだが。。
・内蔵電池無いので、起動後最大12.5分以降に正確な時刻になる。（うるう秒の差が出る）
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GPSモジュールについて

 中国製PPS出力付きGPSモジュール

・Amazonで1000円程度で購入可能。
・マイクロUSB端子で電源供給可能。（このモジュールはマイクロUSBで通信が出来ない模様）
・NMEAセンテンスが特殊で、出力タイミングも遅い。
・PPS外部出力端子があるので、PPS発光出力専用で扱った方が良い。
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GHS時計簡易版　試作初号機　配線図
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黄線-PPS

白線-TXD

緑線-RCV

黒線-GND

黒線-GND

赤線-+5V

GPSか
らの線

0V

+5V

R1kΩ

LED

電源用USB
プラグ

DB-9 メス

外部LEDへPPS-LED切
替スイッチ

USB-
RS232C変換
ケーブルGarmin 

GPS 
18xLVC 
モジュール

外部LED端子
DB-9メスコネクタ

電源用USBプラグ 外部LED端子

DB-9メスコネクタ部　拡大写真

LED

PPS-LED切
替スイッチ

GHS時計簡易版　試作初号機　全体写真
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PPS発光調光器とLEDについて

VR20~50kΩ

SW

LED

R330Ω

R330Ω

LEDVR20~50kΩ

SW

調光器（可変抵抗とスイッチ） LED（電流制限用抵抗付き）

PPS端子

GND

ASI290MMでx2ビニングの場合50kΩで1~1000msecの
PPSプロジェクションユニットで同時撮像対応可能
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PPSプロジェクションユニット

・ZWO社のOAGのプリズムを反転させ、PPS発光のLEDの光をカメラに投影する方式。
・OAG以外に高価な部品は不要。LEDを固定するプラ板のみ必要。
・LEDの位置は穴の中心から４ｍｍ程度ズレたところに配置するのがポイント。
→この位置で画像の端に綺麗な帯状の光が得られる。
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PPSプロジェクションユニット

ガイドカメラ

撮
影
カ
メ
ラ

PPS
発光
LED

通常のプリズ
ムの向き

プリズムの向き
を反対にする

撮
影
カ
メ
ラ

プリズムの端部
で光が切られ、
フレームの端に
直線状に投影オフアキシス

ガイダー
オフアキシス
ガイダー

通常のオフアキシスガイダーの使い方 PPSプロジェクションユニットとして使う場合

LED位置決め
遮光板

PPSプロジェクションユニットの構造

LEDの位置は中
心から約4mmず
らしたところ
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PPSプロジェクションユニット
・PPS発光が観測に影響しない形で右端に帯状に出ている。
→撮影中付近の時刻補正が可能になった。最新のLimovieで対応。
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